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■アンケート分析結果からみる寝屋川市の現状と課題 

① 地域の環境への評価 

・子育て世代については、情報提供、相談窓口なども含めて満足感が高い。 

■問７ 現在お住まいの地域での暮らしに関する環境についてどのように感じていますか。 

③子育てしやすい環境 

 

④相談窓口とネットワークの充実 

 

⑤保健や福祉に関する情報の得やすさ 

 

  

5.3 

11.8 

11.1 

8.9 

9.1 

32.4 

52.9 

52.8 

52.7 

60.6 

10.6 

19.9 

18.1 

14.3 

12.1 

3.6 

8.1 

6.5 

5.4 

9.1 

41.9

6.6

11.1

18.8

9.1

6.3

0.7

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18歳以上の市民(n=1,875)

小学校入学前の子ども

(n=136)

小・中学生の子ども(n=216)

高校生年代の子ども(n=112)

18歳未満の子どもが３人以

上いる多子世帯(n=33)

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 わからない 無回答

2.8 

5.9 

2.8 

21.5 

41.2 

30.6 

36.4 

10.8 

9.6 

12.0 

5.6 

8.8 

5.6 

21.2 

53.4

33.8

48.6

42.4

5.9

0.7

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18歳以上の市民(n=1,875)

小学校入学前の子ども

(n=136)

小・中学生の子ども(n=216)

18歳未満の子どもが３人以

上いる多子世帯(n=33)

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 わからない 無回答

3.8 

7.4 

2.3 

3.0 

28.3 

37.5 

36.1 

42.4 

14.3 

14.7 

13.9 

6.1 

6.9 

9.6 

6.9 

15.2 

41.3

30.9

40.3

33.3

5.3

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18歳以上の市民(n=1,875)

小学校入学前の子ども

(n=136)

小・中学生の子ども(n=216)

18歳未満の子どもが３人以

上いる多子世帯(n=33)

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 わからない 無回答

資料３ 
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・障害のある人（子ども）や経済的に困っている人と同居している人は、関連する内容に対

して不満に感じている人も少なくない。 

■問７ 現在お住まいの地域での暮らしに関する環境についてどのように感じていますか。 

②障害者（児）が暮らしやすい環境 

 

④相談窓口とネットワークの充実 

 

⑤保健や福祉に関する情報の得やすさ 

 

 
 

・介護が必要な高齢者がいる世帯については、満足と不満に評価が分かれている。 

■問７ 現在お住まいの地域での暮らしに関する環境についてどのように感じていますか。 

①高齢者が暮らしやすい環境 

 

  

2.4 

7.6 

14.6 

30.4 

12.5 

20.3 

7.4 

13.9 

57.7

24.1

5.4

3.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18歳以上の市民(n=1,875)

障害のある人（子ども）(n=79)

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 わからない 無回答

2.8 
21.5 

20.3 

10.8 

17.2 

5.6 

10.9 

53.4 

50.0 

5.9

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18歳以上の市民(n=1,875)

経済的に困っている人(n=64)

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 わからない 無回答

3.8 

3.1 

28.3 

25.0 

14.3 

21.9 

6.9 

17.2 

41.3 

31.3 

5.3

1.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18歳以上の市民(n=1,875)

経済的に困っている人(n=64)

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 わからない 無回答

6.6 

5.1 

35.0 

37.6 

16.6 

23.1 

6.7 

12.0 

32.4 

18.8 

2.7

3.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18歳以上の市民(n=1,875)

介護が必要な高齢者(n=117)

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不満 わからない 無回答
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② 地域における助け合い、支え合い 

・介護が必要な高齢者がいる世帯では、総じて支援ニーズが高くなっている。 

■問９ 近所づきあいの中で「手助けをしてほしい」と思うこと 

 

  

22.1 

14.8 

12.7 

12.5 

11.5 

9.8 

8.7 

8.3 

7.4 

7.4 

6.1 

4.7 

26.2 

20.3 

16.6 

14.3 

15.1 

11.5 

10.4 

2.5 

11.8 

9.9 

8.4 

6.6 

42.7

27.4

28.2

22.2

21.4

22.2

29.1

5.1

27.4

26.5

18.8

17.9

0 10 20 30 40 50

災害時の避難

力仕事や屋外の掃除

緊急時の看病

悩み事、心配事の相談

話し相手

高齢者の見守り・声かけ

支援の必要な人の介護や介助

子どもの見守り

外出の付き添い

ちょっとした買い物や家事

日常の買い物や家事

ごみ出し

(%)

18歳以上の市民(n=1,875)

65歳以上(n=837)

介護が必要な高齢者(n=117)
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・校区福祉委員会は、若い人にもよく知られている（子育てサロンの関係か）。 

■問26 社会福祉協議会が行っている事業や活動で知っているもの 

 

 

・若い世代を中心に話し相手、相談、見守り等ができそうと答える人が多くみられるが、前

回調査と比べると大きく割合が低下している。話し相手、相談、見守り等ができそうと答

えた人たちをいかに参加へ導いて、支援ニーズのある人とマッチングさせていくかが課題

となる。 

■問９ 近所づきあいの中で「できそうなこと」「やってみたいこと」 

 
  

45.6 

13.3 

54.4 

14.0 

55.6

27.3

60.7

25.9

57.6

18.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

校区福祉委員会活動

福祉教育

(%)

18歳以上の市民(n=1,875)

小学校入学前の子ども(n=136)

小・中学生の子ども(n=216)

高校生年代の子ども(n=112)

18歳未満の子どもが３人以上いる多子世帯(n=33)

31.1 

23.0 

21.0 

18.7 

16.8 

16.5 

16.1 

11.4 

10.4 

8.2 

47.4 

60.6 

15.9 

32.8 

40.3 

14.2 

40.6 

11.6 

10.1 

0 10 20 30 40 50 60 70

話し相手

高齢者の見守り・声かけ

子どもの見守り

悩み事、心配事の相談

ごみ出し

外出の付き添い

災害時の避難

支援の必要な人の介護や介助

力仕事や屋外の掃除

緊急時の看病

(%)

18歳以上の市民(n=1,875)

前回調査(n=1,429)
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③ 地域の居場所、つながり 

・若年層や中年層で地域に居場所がないと答える人が多い。 

■問６ ご自宅、学校、職場以外に、あなたには安心できる、人とのつながりを実感できる

場所や活動（居場所）がありますか。 

 
 

・障害のある人（子ども）やその家族は、公的な機関や団体・事業者とのつながりが強いこ

とがうかがえる。 

■問16 これまで福祉、介護、子育てなどで困ったときに相談したことがある人（ところ）

がありますか。 

 

  

52.0 

56.3

64.3

39.9

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

特にない

(%)

18歳以上の市民(n=1,875)

18～39歳(n=277)

40～64歳(n=747)

65歳以上(n=837)

38.9 

12.0 

2.6 

9.9 

24.5 

3.9 

7.7 

12.3 

44.3 

41.8 

26.6 

25.3 

21.5 

20.3 

16.5 

7.6 

0 10 20 30 40 50 60 70

家族や親族

寝屋川市の公的な相談窓口

障害者・障害児の相談支援事業所

医療機関（病院・診療所など）や薬局

友人や知人・職場の同僚

福祉の施設やサービス提供事業所

学校・幼稚園・保育所（園）・認定こども園

地域包括支援センター（高齢者の総合相談窓口）

(%)

18歳以上の市民(n=1,875)

障害のある人（子ども）(n=79)
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④ 福祉活動への参加 

・現在は福祉活動に関わる市民が極めて少なく、前回調査から状況に変化が見られない。 

■問23 福祉に関する次のような活動に参加していますか。 

①自治会、地域協働協議会、校区福祉委員会（サロン）などの身近な地域での福祉活動 

 

②ボランティア、ＮＰＯなどの団体での福祉活動 

 

 

・団体・事業者は、地域の様々な団体・機関とつながりを持つところが多い。 

■（福祉関係団体等）問５ 現在、連携・協力関係にある団体、機関等はありますか。 

  

3.6 

3.6 

5.2 

5.7 

4.7 

2.4 

14.3 

14.8 

64.5

43.8

14.5

35.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18歳以上の市民(n=1,875)

前回調査(n=1,429)

運営スタッフとして参加している 参加者として参加している
今後、運営スタッフとして参加してみたい 今後、参加者として参加してみたい
参加したいとは思わない 無回答

1.6 

2.2 

1.3 

2.0 

4.7 

2.4 

14.3 

14.8 

64.5

43.8

14.5

35.4

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18歳以上の市民(n=1,875)

前回調査(n=1,429)

運営スタッフとして参加している 参加者として参加している
今後、運営スタッフとして参加してみたい 今後、参加者として参加してみたい
参加したいとは思わない 無回答

60.3 

49.4 

46.7 

46.4 

44.2 

40.2 

40.0 

37.0 

54.3 

51.8 

41.8 

43.9 

43.9 

40.9 

38.4 

35.7 

0 10 20 30 40 50 60 70

社会福祉協議会

福祉施設・サービス事業所

市役所

自治会

地域包括支援センター

医療機関

民生委員・児童委員

小・中学校

(%)

福祉関係団体等(n=403)
前回調査(n=328)
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・きっかけがあれば参加するという感じの市民が多く、活動を活発にするために拠点づくり

や交流の場の充実が必要と考えている人が多くみられる。また、若い世代では活動に見合

う報酬が得られることを条件としてとらえている人も多い。 

■問14 身近な地域における住民同士の助け合い、支え合いを推進していくためには、どの

ようなことに力を入れたらよいと思いますか。 

 

■問24 市民が福祉に関する活動にもっと参加するには、どのような取組が“特に効果的”

だと思いますか。 

 

 

  

36.5 

32.6 

31.7 

25.4 

24.2 

21.6 

38.4 

32.5 

32.8 

25.6 

24.1 

21.7 

0 10 20 30 40 50 60

地域での活動拠点や交流の場の整備

住民同士の助け合い・支え合い活動の場の整備

住民同士の助け合い・支え合い活動の調整を行う人材の育成

地域における相談支援体制の充実

地域の助け合い活動の意義と重要性のＰＲ

地域での防災活動の推進

(%)

18歳以上の市民(n=1,875)

前回調査(n=1,429)

42.3 

34.6 

24.3 

24.1 

16.9 

16.5 

14.8 

41.1 

33.6 

16.9 

25.3 

15.2 

18.5 

10.6 

0 10 20 30 40 50 60

気軽に参加できる活動を増やす

多様な活動の情報を提供する

一定の報酬が得られる活動を増やす

活動について気軽に相談できる窓口を増やす

知識や技術を身につける研修を増やす

参加を呼びかける取組を充実する

活動拠点の確保や資金の援助を充実する

(%)

18歳以上の市民(n=1,875)

前回調査(n=1,429)
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⑤ 地域の福祉課題 

・高齢者等の孤立・孤独対策、認知症対策、防災・防犯対策などを挙げる人が市民・団体と

も多い。 

■問12 お住まいの地域で日頃気になっていたり、課題と感じていることはありますか。 

 

36.2 

26.7 

23.8 

22.4 

21.2 

20.4 

20.3 

14.7 

13.5 

13.4 

13.3 

12.4 

11.1 

11.1 

11.1 

10.8 

9.4 

8.7 

7.8 

55.6 

37.5 

41.4 

22.1 

48.1 

33.5 

26.3 

16.6 

33.5 

40.4 

22.3 

44.2 

11.7 

21.3 

27.5 

18.4 

42.7 

27.0 

24.8 

0 10 20 30 40 50 60 70

一人暮らしなど高齢者のみ世帯の安否確認

孤立死（孤独死）の防止

災害が発生した際の安否確認や避難誘導

犯罪や非行の防止

寝たきりや病気、認知症の人及びその家族への支援

働きながら子どもを育てることができる環境の整備

管理されていない空き家・空き地の適正な管理

振り込め詐欺など消費者被害の防止

家族の介護・介助を行う子ども・若者の支援

障害者（児）が地域で自立して生活するための支援

生活が苦しい世帯への支援

障害者（児）に対する地域の理解、交流の促進

生活習慣病等を予防するための健康づくりへの取組

子どもの教育や将来のことを相談できる環境の整備

高齢者、障害者（児）、子どもなどへの虐待防止

仕事につけない人への就労支援

ひきこもりの人やその家族への支援

子育てや経済的な困りごとを抱えるひとり親家庭の支援

社会（地域）から孤立している人の社会（地域）への復帰支援

(%)

18歳以上の市民(n=1,875)

福祉関係団体等(n=403)
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・「閉じこもり・ひきこもりの人」や「経済的に困っている人」と同居している人（当事者本

人も含む）は孤独・孤立感が高い。 

■問13① 自分には人とのつきあいがないと感じることがある 

 

■問13② 自分は取り残されていると感じることがある 

 

■問13③ 自分は他の人たちから孤立していると感じることがある 

 

 

  

7.7 

16.7 

12.9 

8.1 

8.3 

11.3 

25.3 

45.8 

30.6 

28.7 

20.8 

24.2 

30.3 

8.3 

21.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18歳以上の市民(n=1,833)

閉じこもりやひきこもりの人(n=24)

経済的に困っている人(n=62)

常にある しばしばある たまにある ほとんどない 全くない

2.7 

12.5 

3.2 

4.7 

8.3 

11.3 

15.3 

29.2 

24.2 

39.7 

12.5 

38.7 

37.7 

37.5 

22.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18歳以上の市民(n=1,823)

閉じこもりやひきこもりの人(n=24)

経済的に困っている人(n=62)

常にある しばしばある たまにある ほとんどない 全くない

2.8 

16.7 

3.2 

4.4 

8.3 

12.9 

16.2 

25.0 

24.2 

37.7 

16.7 

40.3 

38.9 

33.3 

19.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

18歳以上の市民(n=1,833)

閉じこもりやひきこもりの人(n=24)

経済的に困っている人(n=62)

常にある しばしばある たまにある ほとんどない 全くない
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⑥ 情報提供や相談体制 

・高齢者や介護が必要な高齢者のいる世帯、障害のある人（子ども）と同居している人はサ

ービス関連情報等の提供をより求める人が多い。 

■問29 今後、寝屋川市としてどのような施策に力を入れるべきだと思われますか。 

 

■問27 社会福祉協議会の活動で、今後充実してほしいものはどれですか。 

 

 

・若い人を中心にインターネット、ＳＮＳを活用した情報発信が求められている。 

■問15 市の福祉に関する情報を得る手段はどれですか。  

  

31.1 

18.8 

30.3

36.0 

41.9 

43.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

福祉サービスに関する情報提供

(%)

18歳以上の市民(n=1,875)
18～39歳(n=277)
40～64歳(n=747)
65歳以上(n=837)
介護が必要な高齢者(n=117)
障害のある人（子ども）(n=79)

35.8 

16.6 

36.3

41.8 

47.9 

40.5 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

福祉に関する情報提供、広報活動

(%)

18歳以上の市民(n=1,875)
18～39歳(n=277)
40～64歳(n=747)
65歳以上(n=837)
介護が必要な高齢者(n=117)
障害のある人（子ども）(n=79)

80.4 

37.9 

22.7 

7.8 

64.3 

20.9 

36.5 

27.1 

81.7

29.7

30.7

7.9

84.8

50.8

11.1

1.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

市の広報誌

自治会の回覧板

ホームページ、インターネットなど

ＳＮＳ

(%)

18歳以上の市民(n=1,875)

18～39歳(n=277)

40～64歳(n=747)

65歳以上(n=837)
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・障害のある人（子ども）や経済的に困っている人、閉じこもり・ひきこもりの人、ひとり

親家庭などで相談ニーズが高い。 

・介護が必要な高齢者のいる世帯では地域包括支援センターが非常に頼りにされている。 

■問16 これまで福祉、介護、子育てなどで困ったときに相談したことがある人（ところ）

がありますか。 

 

■問29 今後、寝屋川市としてどのような施策に力を入れるべきだと思われますか。 

 

 

・行政へ相談する際の困りごととして、介護が必要な高齢者のいる世帯、多子世帯、不登校

や閉じこもり・ひきこもり、経済的に困っている人と同居している人は「どこに行けばい

いかわからない」「要件を満たさない」と答える人が比較的多い。気軽に身近な場所で相

談できること、専門的な相談体制を整えることの両面が求められている。 

■問17 あなたやご家族が抱える悩みについて、市に相談するときに困ったことがありますか。 

  

12.0 

12.3 

41.8 

7.6 

26.6

12.5

24.2 

6.1 

20.0 

12.7 

17.1 

39.3 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

寝屋川市の公的な相談窓口

地域包括支援センター

(%)

18歳以上の市民(n=1,875)

障害のある人（子ども）(n=79)

経済的に困っている人(n=64)

18歳未満の子どもが３人以上いる多子世帯(n=33)

ひとり親家庭の親子(n=55)

介護が必要な高齢者(n=117)

30.8 

40.0 

38.2

38.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

気軽に相談できる人・窓口の充実

(%)

18歳以上の市民(n=1,875)

閉じこもりやひきこもりの人(n=25)

ひとり親家庭の親子(n=55)

障害のある人（子ども）(n=79)

20.2 

5.3 

36.4 

9.1 

32.0 

12.0 

30.8 

8.5 

29.7 

18.8 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

どこに相談すればいいかわからなかった

要件を満たさず必要な支援を受け

ことができなかった

(%)

18歳以上の市民(n=1,875)

18歳未満の子どもが３人以上いる多子世帯(n=33)

閉じこもりやひきこもりの人(n=25)

介護が必要な高齢者(n=117)

経済的に困っている人(n=64)



12 

⑦ 安全・安心と地域福祉 

・若い人を中心に防災への関心が高い。犯罪・非行防止への関心については世代を通じて高

くみられる。地域福祉と防災・防犯をあわせて取り組むことでより高い関心を呼ぶ可能性

がある。 

■問29 今後、寝屋川市としてどのような施策に力を入れるべきだと思われますか。 

 

 

・災害時に自力で避難ができる人が前回調査より減る一方で、災害時に安否確認ができると

いう人も減っており、地域の防災力の低下が懸念される。 

■問10 あなたの防災に対する日頃からの取組や、災害などの緊急時の対応について、お聞

かせください。 

①災害時の避難場所について知っていますか 

 

②災害などの緊急時に、避難所への誘導などの手助けが必要ですか 

 

■問11 大震災などの災害が起こった時に、あなたはご家族以外で支援が必要な人のために

どのような助け合いや協力ができますか。 
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⑧ その他 

・成年後見制度の利用希望は少なく、今後、独居世帯が増えたり、孤立・孤独が進む可能性

がある中でどう利用を促進していくかが課題である。 

■問19 あなたご自身が認知症などで判断が十分にできなくなったとき、「成年後見制度」

を利用したいと思いますか。 

 

 

・団体活動の課題は、スタッフ、リーダーなど人的なものが多くを占めている。地域の福祉

活動も含めて担い手をいかに確保・育成していくかが課題である。 

■（福祉関係団体等）問９ 団体活動を行う上で、困っていること・課題は何ですか。 
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